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討議資料

　今定例議会では、平成２６年度八潮市一般会計予算・２６５億３,
０００万円（前年度比２,０００万円増）を含め、上程された議案が
すべて可決しました。

八潮市議会　３月定例議会が開催されました八潮市議会　３月定例議会が開催されました

その他　3.1％　8億55万6千円
繰入金　　　　　　　２億 4,134 万 5 千円
使用料及び手数料　　　1 億 7,497 万 5 千円
地方譲与税　　　　　1 億 5,400 万円
地方特例交付金　　　　　8,980 万円
配当割交付金　　　　　　4,400 万円
自動車取得税交付金　　　3,700 万円
利子割交付金　　　　　　2,100 万円
財産収入　　　　　　　1,663 万 4 千円
交通安全対策特別交付金　1,600 万円
株式等譲渡所得割交付金　　 670 万円
寄付金　　　　　　　　　　　　　　2 千円

その他　0.8％　1億9823万6千円
労働費　　　　　7,075 万円
農林水産業費　　　6,414 万 2 千円
予備費　　　　　5,000 万円
諸支出金　　　　1,334 万 4 千円

一般会計歳入予算 〔歳入〕265億 3千万円

一般会計歳出予算 〔歳出〕265億 3千万円

市税　56.3％
149億3,188万円

民生費　40.2％
106億 6,307万
7千円

国庫支出金　16.2％
42億9,007万円

土木費　13.2％
34億9,427万4千円

公債費　12.5％
33億2,725万9千円

教育費　9.9％
26億1,889万2千円

総務費　8.7％
22億9,766万2千円

衛生費　7.5％
19億9,563万7千円

消防費　4.6％
12億2,888万1千円

商工費　1.6％
4億3,077万4千円

議会費　1.0％
2億7,531万円

市債　7.8％
20億7,410万円

県支出金　4.5％
12億518万２千円

諸収入　4.2％
11億1,897万8千円

地方消費税交付金　3.7％
9億8,800万円

繰越金　1.7％
4億5,000万円

地方交付税　1.3％
3億5,000万円

分担金及び負担金　1.2％
3億2,123万4千円

歳出予算・八潮市民一人あたりの予算の使われ方
分野 市民一人あたりの金額 主な内容

民生費 125,480円 生活保護・児童手当等の福祉のための経費
土木費 41,109円 道路・街路・河川・公園等の整備・維持の経費
公債費 39,150円 市債（借金）の元金、利子を償還するための経費
教育費 30,810円 小中学校教育、図書館等などの運営のための経費
総務費 27,030円 全般的な管理事務・徴税・戸籍等の経費
衛生費 23,480円 ゴミの処理経費・基本健康診査・予防接種などの経費
消防費 14,460円 消防や火災予防、消防団などの経費
商工費 5,070円 商工業や観光振興などの経費
議会費 3,240円 議会運営のための経費・議員報酬

※歳出予算を本市の人口（約８５，０００人）で割った数字となっています。この数字はあくまでも目安ですのでご了承ください。

・ 青年地方議員の会 ・ 埼玉青志会
所　属　団　体

１９６８年　３月２８日
八潮市に生まれる（現在46歳）
市立大瀬小（八小）大原中（二中）を卒業

私立成立学園（商業科）を卒業
専修大学　法学部法律学科卒業

（40歳を機に大学へ入学、働きながら
４年間通学し、2012年・卒業）

プロフィール

０１年９月市議選に立候補（３３歳）
１２２９票１２位当選
０５年９月市議選に立候補（３７歳）
１４１５票９位当選(2期目）
０9年９月市議選に立候補（41歳）
１733票3位当選(3期目）
13年９月市議選に立候補（45歳）
2164票3位当選(4期目）
総務文教常任委員会・委員長
八潮市土地開発公社・副理事長
所属会派　自民クラブ

来る、５月２７日㈫、大宮ソニックシティ・大ホールにて、埼玉県知事上田きよし氏の「上田県政１０年・検証大会」
が開催されます。私も実行委員のメンバーとして参加する予定です。多くの皆さんのご来場をお待ちしております。

「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
・
八
潮
バ
ー
ジ
ョ
ン
」ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
私
が
ブ
ロ
グ
等
で「
八
潮
で
も
作
り
た
い
・・・
」と
呟
い
た
の
が
発
端
と
な
り
、賛
同
者
が
募
り
ま
し
た
。
参
加
団
体
50
チ
ー
ム
、

総
勢
１
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。
投
稿
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
　
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
ア
ッ
プ
さ
れ
、再
生
回
数
も
２
３
０
０
０
回
を
突
破
し
て
い
ま
す
。
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



　
略
」
を
明
確
に
す
る
必
要
性
を
含
め
て

　
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

⑤
無
作
為
抽
出
し
た
市
内
在
住
の
18
歳

　
以
上
の
市
民
の
方
に
参
加
依
頼
書
を

　
郵
送
し
、
承
諾
を
得
た
方
に
参
加
し

　
て
も
ら
う
市
民
討
議
会
方
式
で
実
施

　
す
る
予
定
。
会
議
は
３
回
実
施
、
参

　
加
し
て
い
た
だ
く
市
民
の
方
の
人
数

　
は
30
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
和
宏
の
考
え
・
意
見

　
平
成
27
年
度
末
で
終
了
す
る
「
第
４

次
八
潮
市
総
合
計
画
」
に
変
わ
り
、
あ

ら
た
に
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度

ま
で
の
期
間
（
10
年
間
）
と
す
る
「
第

５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」
の
策
定
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
策
定
業
務
委
託
料
　
１
、０
９
０
万
）

　（
ち
な
み
に
、
こ
の
総
合
計
画
で
す
が
、

平
成
23
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、

自
治
体
が
総
合
計
画
を
策
定
す
る「
義
務
」

は
な
く
な
り
、
そ
の
判
断
は
各
自
治
体
に

委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。本
市
で
は
、

庁
内
で
検
討
し
た
結
果
、
策
定
す
べ
き
と

の
方
針
が
固
ま
り
ま
し
た
）

　
今
回
、
策
定
す
る
こ
と
に
関
し
て
異

論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
再
質
問
の
際
に

幾
つ
か
の
点
に
関
し
て
私
の
考
え
方
・

意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
現
在
の
、
第
４
次
総
合
計
画
に
関

　
し
て
、
成
果
を
含
め
「
課
題
・
問
題
点
」

第
５
次
　
八
潮
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
　

昨
年
12
月
に
、
第
５
次
八
潮
市
総
合

計
画
策
定
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
市
の
方
針
・
考
え
方
に
つ
い
て
以

下
、
５
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　①
計
画
策
定
に
む
け
た
政
策
研
究
は
ど

　
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か

②
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
平
成
37
年

　
度
の
将
来
人
口
は
何
万
人
と
想
定
す

　
る
の
か

③
計
画
を
策
定
す
る
際
、
将
来
の
財
政

　
フ
レ
ー
ム
に
関
し
、
市
の
基
本
的
な

　
考
え
方
に
つ
い
て

④
計
画
の
中
で
、「
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ

　
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
」
を
明
確
に
す
る

　
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

　
見
解
に
つ
い
て

⑤
市
民
参
加
の
一
つ
と
し
て
「
計
画
策

　
定
市
民
会
議
」
の
設
置
が
予
定
さ
れ

　
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

①
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
市
民
か
ら

　
無
作
為
抽
出
し
た
３
、０
０
０
人
を

　
対
象
に
「
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
、

　
市
が
推
進
し
て
い
る
施
策
の
満
足
度

　
や
重
要
性
な
ど
を
聴
取
し
た
。
ま
た
、

　
市
民
意
識
調
査
の
回
答
者
か
ら
参
加

　
を
き
ち
ん
と
検
証
す
る
こ
と

２
．
計
画
を
策
定
す
る
際
に
、
コ
ン
サ

　
ル
タ
ン
ト
任
せ
で
は
な
く
、
出
来
る

　
だ
け
市
職
員
の
「
力
」
で
策
定
す
る

　
こ
と
。

３
．
多
種
・
多
元
的
な
市
民
の
声
を
反

　
映
出
来
る
会
議
等
を
開
催
す
る
こ
と

４
．
審
議
会
等
、
市
民
が
参
加
す
る
会

　
議
に
お
い
て
、
事
前
に
市
の
財
政
状

　
況
、
将
来
予
測
人
口
等
の
デ
ー
タ
を

　
提
供
し
、
委
員
が
、
市
の
現
状
・
将

　
来
を
見
据
え
た
議
論
が
出
来
る
よ
う

　
に
配
慮
す
る
こ
と

５
．
八
潮
市
が
ど
ん
な
街
を
目
指
し
て

　
い
る
の
か
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
・

　
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
を
進
め
る
こ
と

　
わ
が
国
は
、
本
格
的
に
人
口
自
然
減

時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

自
治
体
間
競
争
が
さ
ら
に
激
化
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、
今
後
は
、「
ヒ
ト

や
企
業
に
選
ば
れ
る
自
治
体
」
を
目
指

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
総
合
計
画
は
、
そ
の
街
の
未
知
の
課

題
「
対
応
指
針
」
と
な
り
う
る
も
の
で

あ
り
、
今
ま
で
の
よ
う
な
実
現
性
に
乏

し
い
「
総
花
的
」
な
計
画
で
な
く
、
よ

り
実
態
に
沿
っ
た
計
画
に
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

消
防
団
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
総
務
省
消
防
庁
は
、
26
年
ぶ
り
に

消
防
団
装
備
に
基
準
を
一
新
、
携
帯
用

　
承
諾
を
い
た
だ
い
た
市
民
と
公
募
に

　
よ
り
募
っ
た
市
民
に
よ
り
「
市
民
参

　
加
型
会
議
」
を
３
回
実
施
し
、
市
政

　
に
対
す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

　
い
た
。

　
　
庁
内
で
は
、
現
在
、
進
行
中
の
第

　
４
次
八
潮
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

　
画
に
お
け
る
施
策
の
実
施
状
況
を
分

　
析
、
各
部
局
に
お
い
て
施
策
の
検
証

　
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
取
り
ま
と
め

　
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
将
来
人
口
を
ど
の
程
度
見
込
む
か
に

　
つ
い
て
は
、
今
後
、
庁
内
の
委
員
会

　
や
振
興
計
画
審
議
会
で
ご
審
議
い
た

　
だ
き
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
歳
入
に
関
し
て
は
、
一
般
財
源
の
う

　
ち
市
税
及
び
特
定
財
源
は
、
過
去
の

　
推
移
等
を
踏
ま
え
、
現
行
の
制
度
に

　
基
づ
き
推
計
を
行
っ
て
い
く
。
歳
出

　
に
関
し
て
も
、
現
行
の
計
画
や
制
度

　
を
基
に
推
移
を
行
う
と
と
も
に
、
今

　
後
、
見
込
む
こ
と
が
出
来
る
計
画
の

　
事
業
費
を
積
み
上
げ
る
な
ど
し
て
推

　
計
す
る
考
え
で
す
。

④
都
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
と
は
、

　
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
で
、

　
都
市
の
魅
力
や
価
値
が
高
ま
り
「
住

　
ん
で
み
た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」「
訪

　
れ
た
い
」「
働
き
た
い
」
な
ど
と
い
う

　
意
識
を
啓
発
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

　
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識

　
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
皆
様
の

　
ご
意
見
や
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
庁
内
に

　
お
い
て
「
都
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦

一
般
質
問

Q

Q

A

今
年
度
か
ら
策
定
作
業
が
始
ま
る
、
第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
に
関
し
て
、
議
会
選
出
委
員
の
一
人
に
決
定
し
ま
し
た
。
将
来
の
八
潮
市
の
方
針
の
「
羅
針
盤
」
と
も
い
え
る
総
合
計
画
、
未
来
見
据
え
て
、

し
っ
か
り
と
提
案
・
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。



を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
防

犯
灯
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
見
解
を
。

　
　
町
会
・
自
治
会
が
管
理
す
る
防
犯

灯
は
、
平
成
26
年
度
３
月
１
日
現
在
、

「
４
、３
６
８
基
」
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
が
「
72
基
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
一
部
町
会
・
自

治
会
で
設
置
を
始
め
て
お
り
、
平
成
25

年
度
に
は
、
八
潮
市
町
会
・
自
治
会
連

合
会
総
会
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
よ

る
電
気
料
金
の
削
減
や
長
寿
命
化
に
よ

る
修
繕
費
の
削
減
な
ど
の
効
果
に
つ
い

て
説
明
を
し
、
設
置
の
お
願
い
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
市
で
は
、
今
後
も
引
き

続
き
、
町
会
・
自
治
会
に
対
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
の
設
置
を
積
極
的
に
お
願
い
し
て
い

く
考
え
で
す
。

　
和
宏
の
考
え
・
意
見

　
平
成
24
年
度
決
算
で
は
、
防
犯
施
設

整
備
事
業
と
し
て
、
町
会
・
自
治
会
に

対
し
て
、
約
１
、８
０
０
万
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。（
内
訳
は
、
電
気
料

と
し
て
、
約
１
、５
０
０
万
、
修
繕
費
と

し
て
約
２
２
０
万
、
設
置
費
と
し
て
約

１
６
０
万
）

　
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
変
更
す
る
際
、

機
材
の
購
入
等
の
初
期
投
資
は
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
変
更
す
る

度
導
入
へ
の
課
題
な
ど
、
調
査
・
研
究

し
た
い
。

　
和
宏
の
考
え
・
意
見

　
昭
和
63
年
以
降
、
大
き
な
変
更
が
な

か
っ
た
消
防
団
装
備
の
基
準
が
26
年
ぶ

り
更
新
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
、
消
防
団
車
両
の
装
備
等

に
関
し
て
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

個
々
の
団
員
に
対
す
る
装
備
は
、
近
隣

市
と
比
較
し
て
不
足
し
て
い
る
点
も
あ

る
と
関
係
者
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
一
例
で
は
、
火
災
現
場
等
で
活
動
す
る

際
、
危
険
物
を
踏
み
抜
か
な
い
よ
う
に
底

の
厚
い
安
全
靴
（
編
み
上
げ
靴
）
の
配
布

は
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
国
の
基
準
は
一
新
さ
れ
ま
し
た
が
、

装
備
を
充
実
す
る
か
、
し
な
い
か
、
あ

と
は
各
自
治
体
が
判
断
し
ま
す
。

再
質
問
の
答
弁
で
は
、「
今
後
、
消
防
団

か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
装
備
を
充
実
を

図
り
た
い
・
・
」
と
い
う
趣
旨
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
是
非
と
も
、
関
係
者

か
ら
早
急
に
意
見
を
聞
い
て
、
装
備
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

　
　
犯
罪
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

町
会
・
自
治
会
等
が
防
犯
灯
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
そ
の
設
置
費
、

修
繕
料
、
電
気
料
金
に
つ
い
て
補
助
金

無
線
機
な
ど
の
装
備
、
拡
充
を
推
進
し

て
お
り
、
本
市
で
も
、
消
防
団
装
備
の

更
な
る
充
実
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
市
の
見
解
を
。

　
　
現
在
、
本
市
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
、
消
防
団
車
両
の
更

新
時
に
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
救

急
・
救
助
活
動
が
効
率
的
に
行
え
る
よ

う
、
救
急
セ
ッ
ト
や
応
急
担
架
な
ど
の

救
急
資
機
材
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の

救
助
資
機
材
を
積
載
し
た
車
両
に
更
新

す
る
な
ど
、
消
防
団
車
両
の
装
備
の
更

新
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
携
帯
無

線
等
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
、
工
事
予

定
し
て
い
る
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
合
せ
て
、
順
次
、
整
備
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、

消
防
団
の
ご
意
見
を
伺
う
中
で
、
計
画

的
に
装
備
の
充
実
を
図
り
、
消
防
団
の

総
合
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　
消
防
団
を
退
団
し
た
方
が
、「
機

能
別
消
防
団
」
と
い
う
制
度
を
利
用
し
、

間
接
的
に
消
防
団
活
動
に
協
力
、
消
防

団
の
充
実
を
図
る
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。
本
市
で
も
、
同
制
度
を
導
入
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
見

解
を
。

　
　
本
市
で
も
、
今
後
、
消
防
団
員
の

確
保
が
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
同
制
度
を
導

入
す
る
た
め
の
条
例
定
数
の
検
討
や
制

Q
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こ
と
に
よ
り
、
電
気
料
の
削
減
、
球
の

交
換
等
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減

は
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

※
一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
ス
ペ

ー
ス
の
関
係
上
、
一
部
抜
粋
、
要
約
し

て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

５
月
下
旬
に
更
新
予
定
の
市
議
会
Ｈ

Ｐ
・
会
議
録
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
本
会
議
は
10
時
開
議
・
委
員
会
は
９
時
開
議
と
な
り
ま
す
。

６
月
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ
（
予
定
）

３
月
議
会
定
例
議
会
　
傍
聴
者
数
93
人

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

本議会
開会（10時）

議案調査

議案調査 本会議
（総括質疑）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（最終日）

委員会
（総務文教）

委員会
（建設水道）

委員会
（福祉環境）

市政や議会等に関するご意見やご提案等がありましたら、何なりとお寄せ下さい。
メールアドレスは　asayan@biscuit.ocn.ne.jp 　携帯は０９０－３４０２－６３８８（非通知では繋がりません）

過
日
、
八
潮
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
の
行
政
視
察
が
あ
り
、
新
潟
県
・
柏
崎
市
議
会
、
新
潟
市
議
会
の
議
会
改
革
に
関
し
て
、
学
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
柏
崎
市
議
会
の
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
く
、
と
て

も
参
考
に
な
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
本
市
で
も
、
今
後
、
新
た
に
議
会
改
革
に
関
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



和宏の独り言…

　今回も「和宏のほっとかないＮＥＷＳ」をお読みいただきありがとうごさいます。
もうお気づきの方も多いかと思いますが、一般質問のコーナーを中心に、字の大きさを大き
くしたり、行間を広げる等の工夫をしましたが、いかがだったでしょう…。
ぜひ、ご意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。
　さて、新年度がスタートし、早１ヵ月が経過しました。この４月から新しい生活をスター
トした皆さんも、そろそろ新しい環境に慣れてきた時期ではないでしょうか。
さて、新しい生活（環境）に慣れた皆さんの次のステップとして、「良い習慣を身につけ
る」ことが大切だと私は考えます。
　「習慣は第２の天性・・・」とも言われています。
一人、一人が前向きな気持ちで過ごすことが「習慣」になれば、それはその人の性格となり
特徴となります。明るく、元気に、前向きに世の中を見ている人の前には必ず多くのチャン
スが広がり、良い結果になると思います。
　日々の生活を過ごす中で、楽しいこと嬉しいこと、また悲しいこと等、様々ですが、「良い
習慣」をみにつけることにより、充実した日々を過ごすことが可能となります。
　是非、皆さんも良い習慣が出来るように心掛けて、日々の生活を過ごしてみませんか。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和宏

「良い習慣を身につける」

　議会最終日（２０日）、私が所属する自民クラブ代表の瀬戸議員が提出者となり、意見書を提
出、同意見書が「全会一致」で可決をしました。（ご賛同いただきました他会派の議員の皆さん、
ありがとうございました）　同意見書の趣旨は、２００６年１２月に国連総会において採択、２０
０８年に発効した「障害者の権利に関する条約」第２条に定義された内容に関して、わが国でも「
批准」に向けて国内法の整備を進めていますが、それに併せて、早期に「手話言語法」を制定し、
自由に手話が使える社会資本の整備を求める内容です。
　私自身、昨年、さいたま市内で開催された手話言語法に関するシン
ポジウムに参加し、あらためて法の早期制定、条例の整備に関して必
要性を強く感じ、今回、提案させていただきました。
　同意見書の採択をした自治体議会数は全国でも約１５０程度という
ことであり、埼玉県内でもまだ少ないのが現状です。今後、多くの自
治体議会で採択されることを願っています。

『手話言語法（仮称）の早期制定を求める意見書』が可決しました。

　毎年、恒例となっています、日帰り親睦旅

行の日程が決定しました。日程は９月７日㈰

を予定をしています。

行き先、内容に関して

は、次号（７月発行予

定）でお知らせします。

あさだ和宏を育てる会・日帰り親睦旅行のご案内あさだ和宏を育てる会・日帰り親睦旅行のご案内
　さる３月８日（土）平成２６年　議員を囲
む集い・議会報告会が行われました。
　当日、約９０名の皆様のご参加があり、ご
来賓として、衆議院議員・三ツ林裕己様、同・
鈴木義弘様（代理）、八潮市長・大山忍様、
埼玉県議会議員・森伸一様、自民クラブ所属
議員の皆様のご臨席をいただきました。
　ご出席していただいた皆様、ありがとうご
ざいました。

議員を囲む集いが開催されました議員を囲む集いが開催されました

ブログ「和宏のひとりごと」の他、フェイスブックでも、様々な情報を発信していますので、ご覧下さい。

我
が
家
の
一
人
息
子
が
小
学
校
４
年
生
の
時
に
、
保
護
者
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
。
そ
の
後
、
中
学
、
高
校
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
（
会
長
・
副
会
長
）
を
11
年
、
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
春
で
任
務
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
！


